
　

人
間
の
存
在
は
生
理
的
な
身
体
の
中
だ
け

で
な
く
、
概
日
リ
ズ
ム
や
日
周
リ
ズ
ム
な
ど

の
外
部
環
境
と
も
同
期
・
同
調
す
る
多
様
な

リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

フ
ラ
ク
タ
ル
ニ
ュ
ー
ロ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

は
、
外
部
お
よ
び
内
部
の
環
境
の
影
響
に
応

答
し
て
中
央
制
御
シ
ス
テ
ム
が
発
生
す
る

　

生
命
と
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
永
遠
に
進

化
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
の
プ
ロ
セ
ス
で

あ
り
、
生
物
学
的
相
似
性
の
フ
ラ
ク
タ
ル
原

理
に
従
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
原
理
は
「
バ
タ
フ
ラ
イ
効
果
」
と
も

呼
ば
れ
、
行
列
式
の
１
つ
の
状
態
を
わ
ず
か

に
変
え
る
だ
け
で
、
シ
ス
テ
ム
全
体
に
大
き

な
違
い
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

変
換
（
Ｆ
Ｆ
Ｔ
）
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
科
学
原
理

に
基
づ
い
た
独
自
の
健
康
分
析
の
技
術
で

す
。

　

各
個
人
が
独
自
の
外
観
を
持
っ
て
い
て

も
、
す
べ
て
の
身
体
部
分
の
数
学
的
分
割
は
、

普
遍
的
に
黄
金
比
に
向
か
う
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
人
体
と
心
の
動
的
非
線
形
パ
タ
ー
ン

は
、
健
康
の
フ
ラ
ク
タ
ル
な
性
質
で
あ
る
黄

金
比
（
１
．
１
６
８
）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
脳

波
、
自
律
神
経
、
ホ
ル
モ
ン
調
節
、
心
拍
な
ど

の
生
体
リ
ズ
ム
は
健
康
な
状
態
で
調
和
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
フ
ラ
ク
タ
ル
構
造
へ
凝

集
し
て
い
く
力
は
病
気
に
な
る
と
失
わ
れ

ま
す
。

　

Ｃ
Ｈ
Ｉ—

Ｆ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
ａ
ｌ
で
は
、
ス
ト

レ
ス
、
脳
波
解
析
、
自
律
神
経
系
バ
ラ
ン
ス
、

総
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
、

概
日
リ
ズ
ム
、
生
体
老
化
、
チ
ャ
ク
ラ
、
経
絡

エ
ネ
ル
ギ
ー
状
態
な
ど
を
評
価
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
呼
吸
法
や
瞑
想
、
施
術
や
治
療
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
心
身
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

や
競
技
の
効
率
を
制
御
す
る
た
め
の
バ
イ

オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
解
析
を
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
メ
デ
ィ
シ
ン

の
専
門
家
と
し
て
科
学
的
探
究
か
ら
精
神

的
な
悟
り
へ
と
医
学
を
発
展
さ
せ
、
糖
尿
病

を
は
じ
め
と
す
る
医
学
・
医
療
の
あ
り
方

を
変
え
、
人
生
の
根
本
的
な
理
解
を
促
進
す

る
こ
と
を
提
唱
し
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
、

糖
尿
病
、
が
ん
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
医
学
、
ウ
ェ
ル

ネ
ス
な
ど
に
関
す
る
Ｊ
ｉ
ｂ
ｉ
ｎ
博
士
の

新
理
論
は
世
界
各
国
の
医
学
会
等
で
発
表

さ
れ
、
昨
年
12
月
に
は
日
本
統
合
医
療
学
会

で
招
聘
講
演
が
行
わ
れ
、
そ
の
臨
床
的
検
証

に
つ
い
て
は
当
方
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
は
、
本
年
１
月
14
日
に
受
講
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
、
鈴
木
会
長
ス
ペ
シ
ャ
ル

セ
ミ
ナ
ー
前
後
で
、
Ｃ
Ｈ
Ｉ—

Ｆ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ

ａ
ｌ
解
析
デ
ー
タ
が
ど
の
よ
う
に
改
善
し

た
か
を
解
説
い
た
し
ま
す
。

　

以
下
の
デ
ー
タ
は
、
す
べ
て
セ
ミ
ナ
ー
前

夜
と
１
週
間
後
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
た
も

の
で
す
。

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
や
健
康
を
決
定
す

る
主
要
因
は
、
私
た
ち
固
有
の
バ
イ
オ
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
周
波
数
と
振
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

領
域
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

福
田 

克
彦

フ
ラ
ク
タ
ル
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
で
気
導
力
を
実
証
！

図１：フラクタルとは？　フラクタルに秘められたコード

図 2：人体におけるフラクタルバイオロジー

Dr.Jibin Chiと統合医療学会にて

統
合
医
療
セ
ン
タ
ー
福
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

日
本
気
導
術
学
会
顧
問

プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
離

散
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た

新
し
い
情
報
技
術
で
す
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
は

非
連
続
で
あ
り
な
が
ら

互
い
に
類
似
し
て
お
り
、

時
間
的
に
も
空
間
的
に

も
識
別
可
能
な
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
に
従
っ
て
分
散

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
脳

波
の
パ
タ
ー
ン
な
ど
に

お
い
て
恒
常
性
を
維
持

し
た
り
、
神
経
・
心
理
・

内
分
泌
学
的
観
点
か
ら
環
境
変
化
や
病
的

プ
ロ
セ
ス
の
影
響
を
受
け
る
高
次
シ
ス
テ

ム
を
調
節
す
る
上
で
重
要
で
す
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
Ｃ
Ｈ
Ｉ 

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｅ

Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ａ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｙ
の
創
設
者
で

あ
る
Ｊ
ｉ
ｂ
ｉ
ｎ 

Ｃ
ｈ
ｉ
博
士
に
よ
っ
て

開
発
さ
れ
た
、
Ｃ
Ｈ
Ｉ
フ
ラ
ク
タ
ル
シ
ス
テ

ム
（w

w
w
.
c
h
i
-
f
r
a
c
t
a
l
.
c
o
m

）
は
、
ス
ト
レ

ス
の
父
と
呼
ば
れ
る
ハ
ン
ス
・
セ
リ
エ
に

よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
ス
ト
レ
ス
理
論
、
ヒ
ト

生
物
学
に
お
け
る
フ
ラ
ク
タ
ル
ダ
イ
ナ
ミ

ク
ス
原
理
、
心
拍
変
動
、
そ
し
て
独
自
の

ニ
ュ
ー
ロ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

と
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
、
フ
ラ
ク
タ

ル
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
原
理
と
高
速
フ
ー
リ
エ
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人
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と
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線
形
パ
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ー
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は
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健
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フ
ラ
ク
タ
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な
性
質
で
あ
る
黄

金
比
（
１
．
１
６
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）
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
脳

波
、
自
律
神
経
、
ホ
ル
モ
ン
調
節
、
心
拍
な
ど

の
生
体
リ
ズ
ム
は
健
康
な
状
態
で
調
和
し

て
い
ま
す
が
、
こ
の
フ
ラ
ク
タ
ル
構
造
へ
凝

集
し
て
い
く
力
は
病
気
に
な
る
と
失
わ
れ

ま
す
。

　

図
３
で
は
自
律
神
経
の
適
応
予
備
能
力

と
心
拍
の
自
律
神
経
指
標
を
表
し
て
い
ま

す
。

　

適
応
予
備
能
力
を
表
す
Ｒ
Ｒ
間
隔
の
ヒ

ス
ト
グ
ラ
ム
（
上
段
の
図
）
に
お
い
て
は
、
適

応
能
力
に
対
す
る
過
剰
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
負
荷
と
な
っ
て
い
た
（
左
上
の
図
）
の
が
、

７
日
後
（
右
上
の
図
）
に
は
ス
ト
レ
ス
に
対

す
る
適
応
能
力
が
増
え
、
自
律
神
経
系
の
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
て
き
て
い
る
状
態
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

心
拍
の
自
律
神
経
指
標
（
下
段
の
図
）
に

お
い
て
は
、
プ
ロ
ッ
ト
が
１
点
に
凝
集
し
て

い
た
（
左
下
の
図
）
の
が
、
セ
ミ
ナ
ー
１
週
間

後
に
は
、
右
上
に
散
布
さ
れ
い
て
き
て
い
る

（
右
下
の
図
）
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。こ
れ
は

自
律
神
経
系
の
調
整
が
良
好
に
推
移
し
て

平
衡
状
態
に
な
っ
た
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　

Ｃ
Ｈ
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Ｆ
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ａ
ｌ
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日
に
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後
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Ｃ
Ｈ
Ｉ—

Ｆ
ｒ
ａ
ｃ
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ａ
ｌ
解
析
デ
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ど
の
よ
う
に
改
善
し

た
か
を
解
説
い
た
し
ま
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以
下
の
デ
ー
タ
は
、
す
べ
て
セ
ミ
ナ
ー
前

夜
と
１
週
間
後
の
デ
ー
タ
を
比
較
し
た
も

の
で
す
。

　

心
拍
変
動
（
Ｈ
Ｒ
Ｖ
）
と
は
心
拍
間
の
時

間
間
隔
が
変
動
す
る
生
理
現
象
で
、
心
拍
変

動
は
自
律
神
経
バ
ラ
ン
ス
な
ど
身
体
生
理

機
能
制
御
の
重
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
を
反
映

し
ま
す
（
図
４
）
。
心
拍
数
は
呼
吸
の
位
相
に

影
響
し
、
心
拍
数
は
内
外
の
環
境
刺
激
に
対

す
る
生
体
の
反
応
と
い
え
ま
す
。
心
拍
の
変

化
は
、
交
感
神
経
系
と
副
交
感
神
経
系
に

よ
っ
て
調
節
さ
れ
ま
す
。

　

心
拍
数
に
変
化
な
く
不
整
脈
が
な
く
て

も
、
心
拍
変
動
に
関
し
て
は
セ
ミ
ナ
ー
後
に
、

Ｎ—
Ｎ
間
隔
の
合
計
の
標
準
偏
差
で
あ
る
主

に
交
感
神
経
機
能
に
反
映
さ
れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｎ

Ｎ
（
ms
）が
Ｌ
Ｆ
と
共
に
、
副
交
感
神
経
活
動

を
反
映
す
る
Ｒ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
（
ms
）
が
Ｈ
Ｆ
と

共
に
増
加
し
て
お
り
、
Ｇ
Ｓ
Ｉ
／
Ｓ
Ｉ
に
表

さ
れ
て
い
る
圧
力
調
整
シ
ス
テ
ム
へ
の
ス

　

ス
ト
レ
ス
に
関
す
る
自
己
相
関
（
図
５
）

に
お
い
て
、
上
段
は
交
感
神
経
の
活
動
に
対

応
し
、
神
経
・
心
臓
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
よ

り
速
く
作
用
・
反
応
さ
せ
る
Ｌ
Ｆ
（
低
周
波
：

黄
色
）
、
副
交
感
神
経
の
活
動
に
対
応
し
、
神

経
・
心
臓
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
る
Ｈ
Ｆ
（
高
周
波
：
緑
色
）
、
そ
し
て
、

精
神
的
関
与
や
ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
活
動
に

対
応
し
、
緊
張
や
ス
ト
レ
ス
レ
ベ
ル
を
高
め

る
Ｖ
Ｌ
Ｆ
（
超
低
周
波
：
青
色
）
で
表
し
て

い
ま
す
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
と
き
は
Ｈ

Ｆ
の
割
合
が
増
え
、
活
動
的
ま
た
は
警
戒
状

態
に
あ
る
と
き
は
Ｌ
Ｆ
の
割
合
が
増
加
し

ま
す
。
Ｖ
Ｌ
Ｆ
信
号
は
、
気
功
や
瞑
想
の
よ

う
な
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
や
深
い
瞑
想
状
態

ト
レ
ス
負
荷
が
減
少
し
、
ト
ー
タ
ル
パ
ワ
ー

と
共
に
自
律
神
経
機
能
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

図3：自律神経バランス（適応予備能力と心拍の自律神経指数）

図 4：心拍変動のパラメータ

図 5：総合ストレス／メンタルストレスインデックス
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タ
ル
ダ
イ
ナ
ミ

ク
ス
原
理
、
心
拍
変
動
、
そ
し
て
独
自
の

ニ
ュ
ー
ロ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

と
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
取
り
入
れ
、
フ
ラ
ク
タ

ル
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
原
理
と
高
速
フ
ー
リ
エ
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神
経
体
液
性
調
節
指
数
は
、
生
体
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
生
理
的
資
源
を
い
か
に
最
適
に

神
経
系
が
有
効
利
用
し
て
い
る
か
を
示
し

て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、

生
物
の
生
理
的
資
源
の
全
体
的
な
総
量
と
、

資
源
の
蓄
積
と
消
費
の
サ
イ
ク
ル
の
バ
ラ

ン
ス
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
左
と
右
の
セ
ク
シ
ョ
ン

の
間
の
相
関
関
係
は
、
体
内
で
起
こ
っ
て
い

る
同
化
と
異
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
特
徴
づ
け

て
い
ま
す
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
青
い
部
分
は
資

源
の
回
復
時
間
に
比
例
し
、
赤
い
部
分
は
資

源
の
消
費
時
間
に
比
例
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
前
夜
に
生
理
的
資
源
の
枯
渇

し
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
、
ア

カ
シ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
自
己
エ
ネ
ル
ギ
ー
注

入
法
や
ア
カ
シ
ッ
ク
呼
吸
法
を
毎
日
繰
り

返
す
こ
と
で
、
10
倍
近
く
増
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

理
想
的
な
指
数
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
は
「
黄 

金
比
」
に
合
致
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
パ
ラ

メ
ー
タ
を
遵
守
す
る
こ
と
で
、
最
適
な
高
率

で
生
命
維
持
シ
ス
テ
ム
の
最
大
限
の
効
果

的
な
働
き
が
保
証
さ
れ
ま
す
。

　

総
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
（
下
の
図
の
左
の
青
い

グ
ラ
フ
）
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る
増
加
（
下
の
図

の
赤
い
グ
ラ
フ
）
と
と
も
に
、
ホ
ル
モ
ン
調

節
指
数
を
示
し
て
い
る
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
要

素
（
上
の
図
）
に
お
い
て
は
、
リ
ズ
ム
が
攪
乱

さ
れ
て
い
た
黄
色
～
赤
か
ら
、
最
適
な
リ
ズ

ム
を
表
す
緑
か
ら
青
へ
と
変
化
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

神
経
体
液
調
節
シ
ス
テ
ム
は
、
生
体
内
の

生
化
学
的
物
質
の
組
成
と
構
造
を
調
節
し

て
、
長
期
に
わ
た
る
内
部
環
境
の
安
定
と
、

変
化
す
る
生
活
環
境
へ
の
生
体
の
適
応
を

保
証
し
て
い
ま
す
。

　

図
６
で
は
、
生
理
的
リ
ズ
ム
を
構
成
す
る

神
経
力
学
的
な
個
々
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
要

素
が
、
生
物
系
の
リ
ズ
ム
に
対
応
し
て
、
生

物
自
然
活
動
の
共
通
普
遍
の
指
数
法
則
に

ど
の
程
度
対
応
し
て
い
る
か
の
パ
ラ
メ
ー

タ
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

図
７
に
お
い
て
、
精
神
感
情
状
態
タ
ブ

（
上
段
）
に
は
、
患
者
の
精
神
感
情
状
態
の
パ

ラ
メ
ー
タ
に
関
す
る
情
報
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
電
気
活
動
の
ス
プ
ラ
イ
ン
マ
ッ
プ

（
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ—

Ｍ
Ａ
Ｐ
）
は
、
中
枢
神
経

系
（
Ｃ
Ｎ
Ｓ
）
リ
ズ
ム
の
ピ
ー
ク
値
の
電
気

積
分
活
動
を
、
脳
の
機
能
空
間
に
お
け
る
二

変
量
分
布
の
集
合
で
表
し
て
い
ま
す
。

　

黒
色
と
黄
赤
色
の
領
域
は
、
疾
病
状
態
、

過
労
、
ス
ト
レ
ス
の
結
果
と
し
て
の
脳
の
活

動
低
下
を
示
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー
前
夜
の

強
い
ス
ト
レ
ス
状
態
が
（
上
段
左
）
、
セ
ミ

ナ
ー
後
に
最
適
の
脳
機
能
バ
ラ
ン
ス
に
改

善
（
上
段
左
）
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

精
神
感
情
状
態
指
数
（
下
段
）は
、
ス
ト
レ

ス
が
身
体
に
及
ぼ
す
破
壊
的
影
響
の
程
度

を
、脳
波
分
析
と
し
て
表
し
て
い
ま
す
。

　

脳
は
人
体
の
中
枢
で
あ
り
、
右
脳
は
副
交

感
神
経
や
宇
宙
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
精
神
世
界

と
の
つ
な
が
り
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
典
型

的
な
右
脳
有
意
の
波
動
は
デ
ル
タ
波
と

シ
ー
タ
波
で
、
人
の
誕
生
時
に
は
有
意
で
、

創
造
的
な
才
能
を
持
つ
人
や
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
な
修
行
者
に
最
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

左
脳
は
論
理
的
・
分
析
的
な
側
面
で
、
教
育

や
言
語
の
発
達
し
た
現
代
人
に
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
典
型
的
な
左
脳
の
波
動
は
ベ
ー
タ

波
と
ガ
ン
マ
波
で
、
冷
静
な
思
考
と
も
関
連

し
て
い
ま
す
。
ア
ル
フ
ァ
波
は
、
左
右
の
脳

の
活
動
を
つ
な
ぐ
調
和
の
と
れ
た
脳
波
で

あ
り
、
地
球
の
周
波
数
と
共
鳴
す
れ
ば
平
和

と
調
和
の
感
覚
を
生
み
出
し
ま
す
。
ア
ル

フ
ァ
波
は
瞑
想
状
態
や
熟
睡
後
に
見
ら
れ

る
リ
ラ
ッ
ク
ス
状
態
の
始
ま
り
で
、
ピ
ー

ク
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
も
関
連
し
て
お
り
、

プ
ロ
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
高
度
に
集
中
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

発
揮
す
る
直
前
に
見
ら
れ
ま
す
。

　

ガ
ン
マ
波
は
、
一
般
的
に
周
波
数
が
20

を
超
え
る
脳
神
経
振
動
パ
タ
ー
ン
で
、
ガ
ン

マ
波
は
瞑
想
後
の
意
識
の
高
揚
、
至
福
感
、

知
性
の
鋭
敏
さ
と
関
連
し
て
い
ま
す
。瞑
想

者
が
子
供
の
よ
う
な
好
奇
心
や
悦
び
、 

慈

悲
の
感
情
を
抱
く
な
ど
、
特
定
の
精
神
的
集

中
が
あ
る
と
出
現
し
ま
す
。

　

私
は
ア
ル
フ
ァ
波
が
有
意
に
な
っ
て
も
、

ガ
ン
マ
波
出
現
に
至
っ
て
い
な
い
の
は
、
ま

だ
神
通
力
へ
の
道
へ
の
修
業
が
足
ら
ず
、
鈴

木
会
長
の
如
く
、
ま
だ
ま
だ
高
僧
マ
ス
タ
ー

の
域
に
達
し
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

図 6：ホルモン調節指数とエネルギーバランス

図 7：脳・心理・感情状態指数と脳波

に
あ
る
特
定
の
状
況
を
除
い
て
は
、
で
き
る

だ
け
低
く
制
御
す
る
こ
と
が
理
想
で
す
。
会

長
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ミ
ナ
ー
後
は
、
交
感
神
経

が
よ
り
有
意
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
過
剰

な
ホ
ル
モ
ン
が
制
御
さ
れ
て
い
る
の
が
わ

か
り
ま
す
。

Hz
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←p24 に続く

　

自
律
神
経
系
（
Ａ
Ｎ
Ｓ
）は
内
臓
機
能
、
す

な
わ
ち
心
臓
、
胃
、
腸
な
ど
の
内
臓
の
機
能

を
調
節
し
て
い
る
末
梢
神
経
系
の
一
部
で
、

筋
肉
の
一
部
も
支
配
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｎ
Ｓ

は
心
臓
の
鼓
動
、
血
管
や
瞳
孔
の
拡
張
や
収

縮
な
ど
、
不
随
意
的
で
反
射
的
な
自
律
神
経

機
能
を
司
令
し
て
い
ま
す
。

　

自
律
神
経
系
に
お
い
て
、
副
交
感
神
経
系

（
Ｐ
Ｎ
Ｓ
）
は
恒
常
性
と
安
静
時
の
身
体
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
身
体
の
「
休
息
と
消
化
」

機
能
を
担
っ
て
お
り
、
交
感
神
経
系
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
は
知
覚
さ
れ
た
脅
威
に
対
す
る
身
体
の

反
応
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
な
ど
、「
闘
争

ま
た
は
逃
走
」
反
応
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

ア
カ
シ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
自
己
エ
ネ
ル

ギ
ー
注
入
法
と
ア
カ
シ
ッ
ク
呼
吸
法
を
毎

日
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
命
活
動
力

ま
す
。

　

老
年
曲
線
（
下
段
）は
、
生
物
学

的
リ
ズ
ム
を
反
映
し
、
そ
の
周
期

は
平
均
余
命
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
ま
す
。こ
の
グ
ラ
フ
は
生
命
資

源
の
蓄
積
率
と
消
費
率
の
相
関

関
係
を
図
式
化
し
た
も
の
で
、

「
黄
金
分
割
」
の
パ
ラ
メ
ー
タ
に

相
当
し
ま
す
。
暦
年
齢
は
体
外
に

あ
る
時
計
に
よ
っ
て
測
定
さ
れ
、

生
物
学
的
年
齢
は
体
内
時
計
に

よ
っ
て
測
定
さ
れ
ま
す
。

　

加
齢
に
関
連
す
る
病
気
や
死

亡
は
暦
年
齢
に
よ
っ
て
異
な
り
、

こ
れ
ら
の
病
気
の
原
因
の
ほ
と

ん
ど
は
遺
伝
的
な
も
の
で
す
。し

た
が
っ
て
、
人
の
本
当
の
年
齢
は
、

生
ま
れ
て
か
ら
の
経
過
時
間
で

は
な
く
、
そ
の
人
の
生
存
能
力
を

反
映
す
る
要
因
に
よ
っ
て
決
ま

り
ま
す
。

　

こ
の
生
物
学
的
年
齢
と
し
て
定
義
さ
れ

る
の
は
、
身
体
の
生
存
能
力
レ
ベ
ル
で
あ
り
、

生
物
学
的
年
齢
は
老
化
の
過
程
に
お
け
る

生
体
の
全
身
的
な
崩
壊
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

深
堀
先
生
が
霊
視
？
さ
れ
る
「
魂
年
齢
」

は
生
物
学
的
年
齢
よ
り
も
さ
ら
に
上
位
の

意
識
階
層
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
気
導
術
で

の
呼
吸
法
に
よ
る
絶
え
間
な
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
注
入
法
の
習
慣
化
に
よ
っ
て
、
暦
年
齢

よ
り
も
20
歳
以
上
、
生
物
学
的
年
齢
を
若
返

ら
せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

図
９
上
段
の
バ
イ
オ
リ
ズ
ム
・
フ
ラ
ク

タ
ル
解
析
で
は
、
フ
ラ
ク
タ
ル
構
造
を
持
つ

身
体
の
器
官
や
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
バ
イ

オ
リ
ズ
ム
の
調
和
の
度
合
い
を
視
覚
的
に

評
価
し
、
機
能
的
・
病
的
変
化
の
検
出
や
生

体
の
免
疫
状
態
な
ど
健
康
度
の
変
化
を
予

測
し
ま
す
。

　

生
体
の
生
理
学
的
プ
ロ
セ
ス
を
特
徴
づ

け
る
リ
ズ
ム
の
動
的
パ
ラ
メ
ー
タ
に
お
け

る
規
則
性
の
類
似
性
や
リ
ズ
ム
の
一
致
度

合
い
に
よ
っ
て
、
瞬
間
的
に
生
命
活
動
の
質

が
決
定
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
刹
那
な
調
和
の

積
み
重
ね
を
長
期
に
維
持
す
る
能
力
は
、
外

的
・
内
的
環
境
条
件
の
変
化
に
対
す
る
生

物
の
適
応
能
力
の
質
や
免
疫
力
に
繋
が
り

　

図
10
で
は
、
新
た
な
自
己
エ
ネ
ル
ギ
ー
注

入
と
ア
カ
シ
ッ
ク
呼
吸
法
を
修
得
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
経
絡
の
滞
り
が
全
体
的
に
改

善
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。ち
な
み

に
わ
た
し
の
弱
い
心
経
や
小
腸
経
は
五
行

メ
タ
フ
ァ
ー
で
い
え
ば
喜
び
、
愛
、
憎
し
み

な
ど
の
火
の
感
情
、
笑
い
の
音
声
と
関
連
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
心
経
は
血
液

循
環
に
か
か
わ
る
肩
甲
下
筋
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
と
関
係
し
て
お
り
、
論
理
的
思
考
と
直

感
、
智
慧
や
感
情
、
葛
藤
や
循
環
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
障
害
を
来
た
し
て
い
る
場

合
が
あ
り
、
肘
内
側
の
指
圧
ポ
イ
ン
ト
や
心

経
の
墓
穴
で
あ
る
胸
骨
下
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
へ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
指
圧
と
気
導
力
に

と
自
律
神
経
を
制
御
す
る
ト
ー
タ
ル
パ

ワ
ー
が
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
た
。

図 8：生命活力とトータルパワー

図９：脳の調和レベルと生物学的年齢

図 10：経絡
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セ
ミ
ナ
ー
受
講
前
日
の
チ
ャ
ク
ラ
活
動

図
に
お
い
て
は
、
第
２
チ
ャ
ク
ラ
（
ス
ヴ
ァ

デ
ィ
シ
ュ
タ
ー
ナ
／
セ
イ
ク
ラ
ル
チ
ャ
ク

ラ
）（
下
か
ら
２
番
目
の
オ
レ
ン
ジ
色
）
が
弱

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
（
図
12
左
）
。
丹
田
に

位
置
す
る
こ
の
第
２
チ
ャ
ク
ラ
は
、
自
律
神

経
や
想
念
の
具
現
化
な
ど
ア
ス
ト
ラ
ル
レ

ベ
ル
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
制
御
、
活
力
や
創
造
性
、

欲
望
や
官
能
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

　

腹
腔
神
経
叢
に
関
わ
る
背
中
・
腰
部
の

痛
み
や
、
盲
腸
、
膀
胱
・
腎
臓
・
骨
盤
（
生
殖

器
）
、
ラ
イ
デ
ン
腺
な
ど
に
異
常
が
あ
る
と

ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
や
す
く
、
幼
少
期
か
ら
の
母

親
と
の
愛
情
や
依
存
に
も
関
係
し
て
い
ま

す
。

　

腹
圧
や
足
腰
の
関
節
や
筋
肉
な
ど
の
結

合
組
織
が
硬
く
弱
っ
て
い
る
私
の
場
合
は

小
腸
経
／
膀
胱
経
の
停
滞
と
も
関
係
が
あ

り
そ
う
で
し
た
。
特
に
上
下
の
丹
田
を
意
識

し
た
ア
カ
シ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
自
己
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
注
入
法
の
習
慣
に
よ
っ
て
徐
々
に

こ
の
チ
ャ
ク
ラ
が
開
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム
に
関
す
る
時
間
的
経

過
に
伴
う
機
能
状
態
指
標
の
変
化
の
過
程

が
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
Ｃ
Ｈ
Ｉ—

Ｆ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
ａ
ｌ
解
析

に
よ
る
客
観
的
な
指
標
は
、
毎
日
毎
秒
、

時
々
刻
々
と
変
化
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

た
び
の
リ
サ
ー
チ
の
様
に
逐
一
分
析
で
き

な
く
て
も
、
我
々
の
バ
イ
オ
ロ
ジ
カ
ル
な
心

身
は
日
々
絶
え
間
な
く
変
化
し
、
暦
年
齢
通

り
に
自
然
と
老
化
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

精
神
的
に
も
生
物
学
的
に
も
瞬
間
瞬
間
で

若
返
り
を
繰
り
返
し
た
り
、
い
つ
で
も
即
、

治
癒
モ
ー
ド
に
転
換
で
き
る
と
感
じ
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
セ
ミ
ナ
ー
で

鈴
木
眞
之
会
長
か
ら
伝
授
し
て
い
た
だ
い

た
叡
智
と
パ
ワ
ー
／
フ
ォ
ー
ス
に
よ
っ
て
、

学
会
員
同
志
が
宇
宙
と
一
体
化
し
た
自
然

治
癒
力
を
一
層
高
め
合
い
、
さ
ら
に
唯
一
無

二
で
あ
る
至
上
の
神
通
力
を
、
と
も
に
切
磋

琢
磨
し
合
え
る
、
気
導
術
学
会
の
明
る
い
未

来
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　

図
13
の
機
能
状
態
の
動
態
に
関
し
て
、
下

段
下
の
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
Ｆ
Ｃ
は
機
能
的
指

標
状
態
の
正
規
化
さ
れ
た
値
を
表
示
し
て

お
り
「
А
：
生
体
ま
た
は
心
臓
の
適
応
レ
ベ

ル
を
、
В
：
自
律
神
経
バ
ラ
ン
ス
С
：
神
経

体
液
調
節
（
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
）
、
Ｄ
：
精

神
感
情
状
態
を
、
Ｈ
（
Ｈ
ｅ
ａ
ｌ
ｔ
ｈ
）
は
：

複
合
状
態
指
数
」
を
表
し
て
お
り
、
上
段
は

セ
ミ
ナ
ー
前
後
に
お
け
る
４
つ
の
機
能
的

指
標
の
１
週
間
の
推
移
を
、
下
段
左
が
サ
ー

　

生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
黒
体

放
射
の
性
質
を
も
っ
た
オ
ー
ラ―

の
コ
ン

セ
プ
ト
に
近
い
も
の
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
場

は
、
私
た
ち
の
肉
体
の
周
り
に
存
在
す
る
闇

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
あ
り
、
免
疫
能
力
な
ど

の
健
康
状
態
と
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
体

内
外
環
境
に
対
す
る
適
応
能
力
の
質
を
高

め
て
、
生
理
的
プ
ロ
セ
ス
の
調
和
を
維
持
・

保
存
す
る
能
力
で
す
。
い
つ
で
も
自
然
に
生

体
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
め
ら
れ
、
輝
け
る
オ
ー

ラ
を
放
っ
て
い
た
い
も
の
で
す
。

図 12：チャクラ活動図

図 13：機能的コンディションのダイナミクス

よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
注
入
が
効
果
的
で
し
た
。

図 11：生体エネルギーフィールド
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